
事例１ 高島市（一級河川 琵琶湖）

区域名称 白ひげ浜水泳場北部

概要

子供から大人まで楽しめる水上アスレチック型の遊園地「アドベン
チャーウォーターパーク」。中に空気を送って設置される水上遊具で、
スライダー、トランポリン、ブリッジなど20種類以上のアトラクショ
ンが楽しめる。

河川管理者 滋賀県知事

水系名・河川名 １級・淀水系・琵琶湖

指定範囲 高島市鵜川先一級河川琵琶湖の河川区域内

指定日 H30.6.22 （一部変更：H3１.1.7、R２.３.24）

占用主体 有限会社 藤丸

占用施設

①水上アスレチック施設

②①と一体をなす施設（センサーライト、監視カメラ、単管パイプ、
水上看板、ブイフロート、基礎ブロック）

合意方法 高島市地域協議会

許可期間 ６月から９月のうち３か月

関連ＵＲＬ
白ひげ浜水泳場ＨＰ

https://shirahige-hama.com

位 置
都市・地域再生等利用区域■

琵琶湖

び わ こ

地図データ 国土地理院

琵琶湖

たかしまし
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効果と今後の展開

• 今後も社会情勢を考慮し、人の密集を防ぐことや、緊急事態宣言下等

の自粛の際は管理人を常時配置するなど、来場者だけでなく、地域の

皆さまにも安心を与える営業を心掛けたい。

水辺の様子

事業スキーム

河川管理者：滋賀県知事

占用主体：
有限会社 藤丸

高島市地域協議会（地域の合意）

地元団体代表、漁業組合、
観光協会、行政（滋賀県、
高島市）

許可申請
占用許可

選定

占用料納付

アドベンチャーウォーターパーク

・来場者数

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

23,171人 24,370人 29,092人 39,914人 24,343人 29,807人

利用者数
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事例２ 高島市（一級河川 琵琶湖）

区域名称 STAGEX高島前水泳場

概要
ステージクス高島（グランピング施設）の前の琵琶湖敷地に水泳場を
設置することで、同施設との相乗効果により賑わいの創出の取り組む
ものである。

河川管理者 滋賀県知事

水系名・河川名 １級・淀川水系・琵琶湖

指定範囲 高島市旭町藁園

指定日 R3.6.30

占用主体 光亜興産株式会社

占用施設
水泳場、前述に掲げる施設と一体をなす飲食店、売店、仮設トイレ、
更衣室、シャワー室、物置、スロープ等

合意方法 高島市地域協議会（新旭浜）

許可期間 ６月から９月のうち３か月

関連ＵＲＬ
光亜興産株式会社HP

http://www.koakosan.co.jp/

位 置

位 置位 置

たかしまし び わ こ

都市・地域再生等利用区域■

地図データ 国土地理院

3



効果と今後の展開効果と今後の展開

・ 遊泳区域のブイが波風によりうまく機能しなかったため、今後固定方法

の見直しを検討する。

水辺の様子水辺の様子

事業スキーム事業スキーム

利用者数利用者数

河川管理者：滋賀県知事

占用主体：
有限会社 光亜興産株式会社

地元団体代表、漁業組合、観光協会、
独立行政法人水資源機構、行政（滋賀
県、高島市）

許可申請
占用許可

選定

占用料納付 高島市地域協議会（地域の合意）

2021年度：合計約240人

※整備や台風等の影響により実質開設期間は８月中旬～９月中旬の１ヵ月弱
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事例３ 大津市（一級河川 琵琶湖）

区域名称 湖上TOWNMARKET

概要

琵琶湖のさらなる活用を推進するため、人の滞留行動や滞在時間につ
いての社会実験のため、湖上フロート（台船）でのイベントを実施。

当該イベントは台船を活用し、湖上カフェや湖上イベント、夜間景観
を楽しむことがきる空間を創出したものである。

河川管理者 滋賀県知事

水系名・河川名 １級・淀川水系・琵琶湖

指定範囲 大津市打出浜から大津市におの浜一丁目

指定日 R3.9.29

占用主体 琵琶湖畔利活用運営委員会

占用施設

広場、イベント施設、遊歩道、前述に掲げる施設と一体をなす飲食店、
売店、オープンカフェ、広告版、広告柱、照明・音響施設、切符売場、
案内書等、日よけ板、船上食事施設、突出看板、その他船上のイベン
ト施設等

合意方法 大津市平野学区地域協議会

許可期間 ３ヵ月未満

関連ＵＲＬ

位 置

位 置位 置

おおつし び わ こ

ー
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効果と今後の展開効果と今後の展開

・２名以上での利用が多く、飲食を伴う会話が主としての過ごし方であった。

また、１名での利用の場合でも飲食を伴う過ごし方が多くみられた。

・常設化に向けた検討を行い、こうした空間が日々の居場所になっていくこと

を目指す。

また、実験結果から、常設時は飲食サービスとのセットでの計画が望ましい。

水辺の様子水辺の様子

事業スキーム事業スキーム

河川管理者：滋賀県知事

占用主体：
琵琶湖畔利活用運営委員会

地元団体代表、漁業組合、観光協会、
行政（滋賀県、大津市）

許可申請
占用許可

選定

占用料納付 大津市平野学区地域協議会（地域の合意）
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